
Letter from Tsuruno Meguro to Yoneko Takano, May [30, 1942] 
 

米子さんキャンプ生活も少しはなれましたか。二人で仲よく過ごし居ますか。私達も日々元気

で居りますから御安心下さい。食べ物はもんくいう人も居られますけれどコックもせず只食べ

させて下さいますから有難いと思いますよ。只ならぶのがいやですよ。サンタニタは、千人も

入る食堂でならぶ事ないとか聞きましたが、ほんとうによろしいですね。火曜日にはチューシ

ャしましたの。昨日はいたくてねて居りました。今度は正子は元気でねませんでした。太田さ

んはオニギリとタマゴ＿＿を持って来て下さいました。太田さんは食堂で働いて居られます

よ。米子のたんじょうびですけれど何も送る事できませんね。毎日同じ事。何年続く事かし

ら。此のキャンプに居る間すっかり教会に行きバイブル読んでたましいをみがいておきなさい

よ。ままも教会近いから行きますよ。二三男さんの御父母様に宜しく。アドレス下さい。＿＿

＿＿コーヒーにお砂糖＿＿＿からなくて＿＿のまないでしょうね。また書きますよ。まま 

 

米子様へ ハッピーバスデー 

 

[Written at Pomona Assembly Center] 


